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書評

私は精神科訪問看護に携わ
りながら，精神科ケアに

関する執筆や研修講師としても
活動しています。精神科という
分野では，検査データの所見は
限られており，目に見えない曖
昧な事象を扱うことが求められ
ます。執筆や講義をするとなる
と，それらを言葉にすることも
必須となります。それらの力を
身につけるには，「曖昧さを引
き受ける」というスタンスが欠
かせません。
　ただし，曖昧さを引き受ける
というのは容易なことではな
く，時にはモヤモヤ感を覚える
こともあります。次第にその曖
昧さに向き合うこともつらくな
り，広く，深く考えずに，単純
化するという自己防衛が働くこ
ともあります。つまり，曖昧さ
から逃げたくなる。私自身も，

そのような経験が山ほどありま
した。そこで，そのような曖昧
さと向き合う経験を漫画で表現
し，解説を加えてまとめられた
のが本書です。
　著者は作業療法士として活躍
されている齋藤佑樹さんと上江
洲聖さんです。作業療法がテー
マなのですが，本書にはすべて
の対人援助職に共通することが
散りばめられています。その一
部を紹介します。
　実習生の野原咲子が，指導者
の花城ゆずに「何をどう考えて
作業療法を進めているのか知り
たいんです」と伝えた場面です
（p.18）。花城は「答えがほし
いってことなのかな」「気持ち
はわかるけど私は『これが正
解』とはいえない」と言いま
す。その理由は 2つあり，1つ
目は「いつも迷っているから」，

2つ目は「ある状況・相手の状
態・自分の能力・良くも悪くも
影響を与える家族や職員がいる
環境で，この言葉を選択すれ
ば，この思考を選べば，この感
情を表せば正解！　なんてない
よね」と話します。そして，解
説には「答えそのもの」ではな
く，「答えがわからない状況に
どう向き合うか」（p.28）とあ
り，この姿勢こそが，曖昧さを
引き受ける入口だと思います。
　臨床の中でしか感じられない
曖昧さと，それを引き受ける意
味をひもとき，どのようにその
曖昧さを引き受けるのか。本書
はそれらの導きの一助となるは
ずです。
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